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１
月
20
日
か
ら
、「
葛
巻

町
議
会
総
合
条
例
」
に
よ
る

議
会
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
に
よ
り
、
議
会

は
こ
れ
ま
で
の
定
例
会
・
臨

時
会
方
式
か
ら
、
一
年
間
を

会
期
と
す
る
「
通
年
の
会
期

制
」
に
な
り
ま
し
た
。
議
会

を
開
く
日
は
あ
ら
か
じ
め
決

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
必
要
な

と
き
は
、
い
つ
で
も
会
議
を

再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
い
制
度
で
議
会
が

開
会
し
、
年
間
を
通
じ
て
の

会
期
と
な
る
た
め
、
議
会
の

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

り
ま
す
。

　

県
内
で
最
小
の
議
会
で
す

が
、
充
実
し
た
審
議
を
通
じ

て
町
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
議
員
一
同
な
お
一
層
努

力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
で
公
聴
会

や
参
考
人
制
度
（
注
）
を
導

入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
よ
り
身
近
な
議
会

を
目
指
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聴
く
機
会
の
場
と
し

て
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

行
き
ま
す
。

補

正

予

算

条

例

改

正

財

産

取

得

そ

の

他

人

事

案

件

新１年生を歓迎する江刈小学校児童ら

12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし

12月定例会12月定例会
　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
25
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
補
正
予

算
な
ど
12
件
、
議
会
の
会
議
に
参
考
人
を
招
致
す
る
議
員
発
議
案
１
件
が
提
出

さ
れ
、
す
べ
て
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

通
年
の
会
期
制

通
年
の
会
期
制

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト
‼‼

　

地
方
公
共
団
体
の
事

務
に
関
す
る
調
査
な
ど

の
必
要
が
あ
る
と
き

に
、
利
害
関
係
者
や
学

識
経
験
者
の
出
席
を
求

め
て
意
見
を
聴
い
て
参

考
に
し
、
議
会
の
審
議

の
充
実
を
図
る
た
め
の

制
度
を
い
い
ま
す
。

（
注
）
参
考
人
制
度

　

第
14
回
臨
時
会
と

第
15
回
定
例
会
で
、

25
年
度
補
正
予
算
、

条
例
の
一
部
改
正
な

ど
の
審
議
が
行
わ

れ
、原
案
ど
お
り『
決

定
』
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
に
６
３
３
８
万

円
追
加
し
、
総
額
を
58
億
２

１
０
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な
支

出
の
内
容
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　

ま
た
、
主
な
質
疑
の
内
容

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

●
町
税
条
例
の
改
正

　

年
金
所
得
者
の
町
民
税
の

徴
収
額
の
平
準
化
を
図
り
ま

す
。

●
Ｆ
Ｍ
音
声
告
知
端
末

　

屋
外
放
送
の
内
容
を
屋

内
で
聞
く
た
め
の
機
器
を
、

１
２
０
０
台
購
入
。

◇
契
約
額　

２
２
８
０
万
円

◇
納
期　

26
年
２
月
15
日

◇
契
約
相
手　

岩
手
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
株
式
会
社

●
岩
手
県
市
町
村
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
の
協
議

　

滝
沢
村
が
、
１
月
１
日
か

ら
市
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
滝
沢
・
雫
石
環
境
組
合
」

に
名
称
を
変
更
。

●
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て

　

福
島
県
で
発
生
し
た
東
京

電
力
㈱
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
、
町
が
要
し
た
費

用
の
損
害
賠
償
請
求
に
相
手

方
が
応
じ
な
い
た
め
、
原
子

力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン

タ
ー
へ
あ
っ
せ
ん
を
申
し
立

て
す
る
こ
と
を
議
決
。
請
求

額
は
７
３
３
万
円
。

●
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任

命
（
再
任
）

　

中
田
直
雅
さ
ん
（
下
町
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
29
年
12
月
24
日

ま
で
。

国
保
会
計

決
算
見
込
み
は

茶
屋
場
田
子
線

進
捗
状
況
は

国
保

会
計

建
設

水
道

　
　

今
年
度
の
事
業
は
計
画

ど
お
り
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　

今
年
度
は
元
町
橋
か
ら

大
橋
ま
で
の
第
１
工
区
間
の

工
事
で
、
物
件
移
転
補
償
は

完
了
し
ま
し
た
。

　

用
地
取
得
は
、
約
８
割
が

契
約
済
み
で
す
。
残
り
２
割

の
交
渉
が
難
航
し
て
い
ま
す

が
、
３
月
末
ま
で
に
完
了
で

き
る
よ
う
進
め
ま
す
。

　
　

現
時
点
で
の
、
25
年
度

決
算
の
見
込
み
は
。

　
　

加
入
者
の
高
齢
化
や
低

所
得
者
の
増
加
な
ど
、
構
造

的
な
問
題
が
あ
り
、
厳
し
い

状
況
で
す
。

　

冬
期
間
に
流
行
が
心
配
さ

れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
で
、

受
診
増
加
に
よ
る
医
療
費
を

抑
制
す
る
た
め
、
予
防
接
種

の
受
診
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

問 問答 答

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
（
再
任
）

　

長
岡
功
さ
ん
（
田
子
）
を

候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
29
年
３
月
31
日

ま
で
。

会　計　名 補正額 補正後の予算額
一　般　会　計 6,338万円 58億2,105万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,040万円 11億3,020万円
農業集落排水事業 1,311万円 ２億 　77万円
後期高齢者医療事業 375万円 7,101万円
病院事業（収益的収支） △765万円 ８億5,089万円

《主な支出の内容》
■　台風18号による災害復旧事業費･･････････ 790万円
■　商店等の設備更新支援事業補助金････････ 360万円
■　若者の雇用促進の奨励金事業････････････ 290万円
■　町道茶屋場田子線整備調査等業務････････ 153万円
■　100円バス利用事業への支援･･････････････ 80万円



　

非
常
勤
専
門
職
員
で
は
、

17
人
の
募
集
に
対
し
て
20
人

の
応
募
で
、
採
用
は
17
人
で

す
。

　
ま
た
、
25
年
４
月
時
点
で
、

92
％
の
採
用
率
で
す
。

　

臨
時
職
員
の
賃
金
等
で
の

待
遇
は
、
日
日
雇
用
職
員
を

除
く
全
臨
時
職
員
を
社
会
保

険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
に
加
入
さ
せ
て
い
る
ほ

か
、
有
給
休
暇
、
片
道
２
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通
勤
者

に
は
加
給
金
を
支
給
す
る
な

ど
、
よ
り
良
い
勤
務
条
件
に

配
慮
し
て
い
ま
す
。

45

一般質問 一般質問

問 問

答 答

超高齢化社会 その対策は 今後の学校配置のあり方は

共同住宅などの整備を検討 地域の声を聞き、当面は現状維持
辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員 山
やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

　12月９日に、３議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
議員の質問できる時間は、１時間以内です。

　
　
　
　

学
校
が
小
規
模・

複
式
化
し
て
い
ま
す
が
、
学
校

規
模
の
適
正
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
経
緯
と
今
後
の
学
校

配
置
の
あ
り
方
、
方
向
性
は
。

　
　
　
　

小
中
学
校
数
、
学

級
数
、
児
童
生
徒
数
の
推
移

は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
要
援

護
者
の
状
況
は
。

　
　
　
　

25
年
12
月
１
日
現

在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
２

７
４
２
人
で
、
高
齢
化
率
は

39
％
で
す
。
こ
の
う
ち
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
は
４
０
９

人
、
高
齢
者
の
み
で
暮
ら
す

高
齢
者
は
７
５
０
人
で
す
。

　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
65
歳
未
満
の
方
は
１
７
６

人
、
要
介
護
１
以
上
の
認
定

を
受
け
て
い
る
高
齢
者
は
４

６
４
人
で
、
今
後
、
障
害
の

重
度
化
や
介
護
者
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
、
住
ま
い
の
場

の
確
保
や
居
住
支
援
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

高
齢
者
や
障
害
者

が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
の
、
住
ま
い
の
場
の
施
設

整
備
の
考
え
は
。

　
　
　
　

介
護
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
の
施
設
は
、
定
員

55
人
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
高
砂
荘
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
27
年
４
月
に
、
定
員

９
人
の
認
知
症
対
応
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
障

害
者
へ
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
共
同
生
活
介
護
の
「
ケ

ア
ホ
ー
ム
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
本
町
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
か

ら
は
「
住
み
慣
れ
た
自
宅
や

地
域
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い

う
声
も
あ
り
、
在
宅
に
よ
る

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

受
け
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
住
宅
の
整
備
や
町
の

施
設
を
活
用
し
た
共
同
住
宅

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
し
ま
す
。

　
　
　
　

情
報
通
信
基
盤
施

設
を
活
用
し
た
見
守
り
な
ど

の
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
の
見

通
し
は
。

　
　
　
　

町
民
ニ
ー
ズ
や
導

入
効
果
、
先
進
事
例
な
ど
を

参
考
に
し
、
利
用
者
が
満
足

す
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　

高
齢
者
の
憩
い
の

場
と
な
る
施
設
整
備
の
考
え

は
。

　
　
　
　

役
場
裏
に
浴
室
を

備
え
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
１
日
当
た
り
20
数

名
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
移
動
す

る
面
で
の
利
便
性
な
ど
を
考

え
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
サ

江刈小学校３・４年生の複式学級での授業の様子

「ふれあいサロン・やすみっこ」の様子（浦子内町内会）

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　
　
　

町
の
臨
時
職
員
の

公
募
の
実
態
と
、
賃
金
に
お

け
る
待
遇
状
況
は
。

　
　
　
　

現
在
運
用
し
て
い

る
公
募
登
録
制
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
導
入
し
、
期
限
付

臨
時
職
員
と
非
常
勤
専
門
職

員
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
の
期
限
付
臨
時
職

員
の
公
募
の
実
態
は
、
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

議
員

町
長 答 問

福
利
厚
生
面
で

勤
務
条
件
を
配
慮

町
臨
時
職
員
の

待
遇
状
況
は

ロ
ン
・
や
す
み
っ
こ
」
な
ど

地
区
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
し

た
行
事
が
多
く
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点

で
は
憩
い
の
場
の
み
の
機
能

を
持
っ
た
施
設
の
整
備
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

年
金
の
範
囲
内
で
入
所
・
生

活
が
可
能
な
低
料
金
の
施
設

を
、
高
齢
者
な
ど
の
意
見
を

聞
き
実
情
に
あ
っ
た
形
で
の

整
備
を
検
討
し
ま
す
。

町
長

～ 今くずまきのここが聞きたい ～
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こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
５
年
に
「
学
校

統
合
に
よ
る
適
正
規
模
の
環

境
と
す
る
た
め
の
基
準
」
を

定
め
、
12
年
に
「
町
立
学
校

の
適
正
配
置
に
係
る
指
針
」

を
決
定
し
、
適
正
な
教
育
環

境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
統

廃
合
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

小
中
学
校
の
あ
り
方
で
は
、

先
般
の
江
刈
小
学
校
の
改
築

要
望
の
よ
う
に
、
統
廃
合
よ

り
も
現
状
施
設
の
改
修
を
含

め
た
環
境
改
善
が
、
地
域
か

ら
の
声
と
し
て
大
き
い
も
の

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
が
点
在
す
る

本
町
で
統
廃
合
を
進
め
た
場

合
、
さ
ら
に
遠
距
離
通
学
を

児
童
生
徒
に
強
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
経
済
的
効
率
性

に
よ
る
判
断
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
が
望
む
統
合
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
当
面
現

状
で
の
運
営
を
考
え
て
い
ま
す
。

小中学校数等の推移
区分 平成５年 平成25年 比較

小
学
校

学校数 13 5 △ 8
学級数 62 21 △ 41
児童数 802 219 △ 583

中
学
校

学校数 7 3 △ 4
学級数 27 11 △ 16
生徒数 445 147 △ 298

期限付臨時職員の公募実態（25年度）
職　　種 募集人数 応募人数 採用人数

事務補助 － 10 　17 9
保健福祉 保育士など 11 8 8
医　　療 看護師など 9 9 9
労務関係 運転手など 12 12 11

合　　計 42 46 37

議
員



7

県担当者の説明を受ける両市町議員ら

竹川参事から「企業の森」の説明を聞く三町議員ら

　

一
定
数
の
部
員
で
競
技
力

向
上
を
目
指
す
ク
ラ
ブ
が
あ

る
一
方
、
編
成
人
数
不
足
で

単
独
校
で
の
大
会
出
場
が
で

き
な
い
事
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら
新
一

年
生
の
入
部
者
が
減
っ
て
し

ま
う
こ
と
や
希
望
す
る
ク
ラ

ブ
に
入
れ
な
い
課
題
も
あ
り
、

各
学
校
で
は
保
護
者
の
ク
ラ

ブ
振
興
協
議
会
な
ど
で
ク
ラ

ブ
活
動
の
あ
り
方
を
協
議
し

て
い
ま
す
。

　

葛
巻
高
校
と
の
中
高
連
携

で
は
、
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
の
状
況
や
保
護
者
の
意
向

も
踏
ま
え
た
ク
ラ
ブ
配
置
を

し
て
い
ま
す
。

　

編
成
人
数
に
足
り
な
い
ク

ラ
ブ
は
、
町
内
外
の
同
様
の

問
題
を
抱
え
る
学
校
と
の
合

同
チ
ー
ム
に
よ
る
大
会
出
場

の
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

学
校
と
保
護
者
の
協
議
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
の
助

言
の
も
と
、
よ
り
よ
い
ク
ラ

ブ
活
動
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

6

一般質問

問

答

「基本計画」ないままの事業に疑問

遠くない時期に策定で検討中
柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　
　
　
　

町
の
主
要
事
業
は
、

総
合
計
画
の
中
に
盛
り
込
み

緊
急
性
や
優
先
順
位
に
よ
り
、

事
業
を
実
施
し
て
き
た
経
緯

に
あ
り
ま
す
。

　

基
本
計
画
の
後
期
計
画
は
、

20
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の

計
画
で
、「
期
限
切
れ
」
の

ま
ま
、
主
要
事
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
向
こ
う
3
年

間
の
主
要
事
業
の
内
容
は
。

　
こ
の
計
画
に
連
動
す
る一般

会
計
の
財
政
運
営
の
見
通
し

は
。

　
　
　
　

町
民
の
抱
え
る
不

安
を
一つ
で
も
多
く
取
り
除

き
、
他
よ
り
も
一
歩
先
を
行

き
、
町
民
が
安
心・
安
全
に

暮
ら
し
、
こ
の
町
に
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
う

「
山
村
の
モ
デ
ル
」
と
な
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
間
競
争
の
激
化
、
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な

ど
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、

町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
必
要
性
や
優
先
度
に
応
じ

た
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

基
本
計
画
は
、
24
年
度
で

終
了
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
う
遠
く

な
い
時
期
に
策
定
し
ま
す
。

　

向
こ
う
3
年
間
の
主
要
事

業
は
、
葛
巻
病
院
の
改
築
、

江
刈
簡
易
水
道
の
整
備
、
茶

屋
場
田
子
線
の
道
路
改
良
、

牧
草
地
の
除
染
対
策
、
総
合

運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド

の
改
修
な
ど
で
す
。

　

財
政
運
営
の
見
通
し
は
、

葛
巻
病
院
改
築
、
消
防
救

急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修

な
ど
大
規
模
な
事
業
が
集
中

す
る
た
め
投
資
的
経
費
が
高

く
な
る
見
込
み
で
す
。
公
債

費
は
、
今
後
も
減
少
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、

国
の
財
政
健
全
化
対
策
か
ら

7
％
程
度
の
減
額
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

各
年
度
と
も
基
金
か
ら
２

億
５
千
万
円
程
度
の
繰
り
入

れ
が
必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
で

効
果
的
な
活
用
を
図
り
財
政

の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

町
外
中
学
校
と
ペ
ア
を
組
み
大
会
に
出
場

（
江
刈
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
）

議
員

町
長

　
　
　
　

生
徒
数
が
減
少
す

る
中
、
中
学
校
の
運
動
部
と

文
化
部
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
実

態
や
中
高
の
連
携
策
、
今
後

の
対
応
策
は
。

　
　
　
　

平
成
14
年
の
学

習
指
導
要
領
の
改
定
で
、
必

修
ク
ラ
ブ
活
動
は
廃
止
さ
れ
、

学
校
の
実
情
で
課
外
活
動
の一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
長

平成26年１月22日発行No.165

議
員 答 問

関
係
者
の
協
議
で

良
い
状
況
を
構
築

ク
ラ
ブ
活
動

今
後
の
対
応
策
は

平成26年１月22日発行No.165

　

25
年
10
月
15
日
、
岩
手
町
・

一
戸
町
・
葛
巻
町
議
会
議
員
協

議
会
研
修
会
が
、
グ
リ
ー
ン

テ
ー
ジ
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、

三
町
の
議
員
な
ど
約
50
人
が
参

加
し
、
葛
巻
町
森
林
組
合
の
取

り
組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
本
町
が
開
催
地

で
、
葛
巻
町
森
林
理
組
合
の
竹

川
高
行
参
事
を
講
師
に
、
葛
巻

町
森
林
組
合
の
活
動
の
講
演
と
、

町
内
の
関
連
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

関
連
施
設
の
「
薪
の
学
校
」

で
は
、
廃
校
と
な
っ
た
田
野
小

学
校
の
一
部
を
改
修
し
、
良
質

な
薪
を
製
品
化
し
て
、
東
京
都

な
ど
の
都
市
部
へ
販
売
す
る
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
に
訪
れ
た
方
々

に
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
温
か
さ
や

良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
い
、
普

及
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

25
年
11
月
19
日
、
森
の
こ
だ

ま
館
で
、
本
町
・
久
慈
市
議
会
、

県
の
関
係
機
関
、
担
当
者
な
ど

約
35
人
が
参
加
し
、
国
道
２
８

１
号
平
庭
ト
ン
ネ
ル
早
期
着
工

完
成
促
進
住
民
大
会
実
行
委
員

会
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
平
成
14

年
度
か
ら
住
民
大
会
を
開
催
し

て
平
庭
ト
ン
ネ
ル
構
想
の
早
期

実
現
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
未
だ
着
工
に
至
っ
て
い
な

い
状
況
の
た
め
、
今
後
の
方
向

性
を
検
討
す
る
た
め
開
催
し
ま

し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
県
の
担
当
者

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現

状
の
取
り
組
み
の
説
明
を
受
け
、

県
、
両
市
町
を
交
え
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換

会
で
は
「
10
年
間
早
期
着
工
を

訴
え
て
き
た
が
実
現
し
て
い
な

い
こ
と
は
、
住
民
の
一
人
と
し

　

講
演
会
で
は
、
竹
川
参
事
が

「
葛
巻
町
森
林
組
合
の
挑
戦
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
基
本

に
、
森
林
を
通
じ
た
環
境
づ
く

り
や
企
業
と
連
携
し
た
く
ず
ま

き
型
の
「
企
業
の
森
」
の
取
り

組
み
な
ど
、
良
質
な
木
材
を
生

産
す
る
熱
い
思
い
を
話
さ
れ
、

森
林
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

て
残
念
」、「
ト
ン
ネ
ル
に
限
ら

ず
に
新
た
な
方
策
の
検
討
を
模

索
し
て
い
く
時
期
で
は
な
い

か
」
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
両
市
町
、
両
議
会
、

県
の
関
係
機
関
で
よ
り
良
い
知

恵
を
出
し
合
い
、
前
向
き
な
方

向
性
を
検
討
す
る
た
め
、
さ
ら

に
一
歩
進
ん
だ
勉
強
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　議会では、地域の振興発展や特定の課題を解決するため、
近隣市町村議会と連携して、先進事例の研修などに取り組ん
でいます。その研修結果をお知らせします。

〜
本
町
森
林
組
合
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
〜

〜
住
民
の
願
い
実
現
に
向
け
、
新
た
な
方
策
を
検
討
〜



葛巻町

糸魚川市

大野市

10／28
31
▼

８9

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
は
25
年
10
月
28
日
〜
31

日
、
鈴
木
町
長
も
同
行
し
、
友
好
市
町
の
福
井
県
大
野
市

と
新
潟
県
糸
魚
川
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
、
両
市
が
進
め
て
い
る
産
業
や
観
光
振
興
な

ど
の
取
り
組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
の
「
友
好
市
町
の
契
り
」
か
ら
30
年
目
に
当

た
る
節
目
の
年
で
、
さ
ら
な
る
友
好
の
「
絆
」
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

知
度
の
向
上
を
目
指
し
て
、

市
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
、
歴
史
、
文
化
、
自

然
環
境
、
食
」
な
ど
、
魅
力

あ
る
素
材
の
す
べ
て
を
越
前

お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
磨

き
上
げ
て
、
元
気
な
大
野
市

を
実
現
し
よ
う

と
す
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、「
結

い
の
故
郷
越
前

お
お
の
」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
、
市
の

施
設
の
名
称
に

は
「
結
」
の
活

字
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、

市
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
資

源
と
し
て
湧
水
が
あ
り
ま

す
。
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
湧
水
文
化
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
住
民
と

連
携
し
た
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

名水百選に選定された湧水の説明を聞く議員ら

大
野
市
・
糸
魚
川
市
に
学
ぶ

大
野
市
・
糸
魚
川
市
に
学
ぶ

「
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
」
研
修

糸魚川市議会との交流会での集合写真

平成26年１月22日発行No.165 平成26年１月22日発行No.165

　

大
野
市
近
郊
で
は
、
中
部

縦
貫
自
動
車
道
や
北
陸
新
幹

線
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
大
野
市

で
は
、
こ
の
機
会
を
活
用
し

て
地
域
振
興
を
図
ろ
う
と
考

え
、
25
年
２
月
に
「
越
前
お

お
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
を
策

定
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
や
認

「
越
前
お
お
の
」
の
知
名
度
を
向
上

「
越
前
お
お
の
」
の
知
名
度
を
向
上

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
情
報
発
信

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
情
報
発
信

北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え

北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え

ジ
オ
パ
ー
ク
事
業
を
加
速
化

ジ
オ
パ
ー
ク
事
業
を
加
速
化

　大野市は、福井県の東端に位
置し、面積は福井県内で最大の
広さです。豊富で清らかな地下
水に恵まれ、市街地は城下町の
面影を強く残し「北陸の小京都」
と呼ばれています。

　糸魚川市は、新潟県の最西端に位
置し、日本の東西の境界線上に位置
しています。ヒスイなどの鉱物資源
が豊富で、巨大断層（糸魚川静岡構
造線）は日本列島誕生の謎を秘めた
世界的な学術資源となっています。

大野市糸魚川市

　

糸
魚
川
市
は
、
特
徴
あ
る

地
形
や
鉱
物
資
源
が
豊
富

で
、
日
本
で
初
め
て
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
と

は
、「
大
地
の
公
園
」
と
い

う
意
味
で
、
貴
重
な
地
質
や

地
域
の
自
然
や
文
化
を
守
り
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

訪
れ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

定
期
観
光
バ
ス
で

ジ
オ
サ
イ
ト
（
地
域

の
み
ど
こ
ろ
）
を
巡

る
ツ
ア
ー
や
ジ
オ

パ
ー
ク
を
説
明
す
る

ガ
イ
ド
の
育
成
、
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

一
貫
教
育
の
中
で
ジ

オ
パ
ー
ク
学
習
を
取

り
入
れ
る
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
が
開

業
す
る
た
め
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
向
け
、
観
光
振
興
の

取
り
組
み
を
加
速
化
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
海
底
火
山
が

も
た
ら
し
た
海
洋
文
化
を
感

じ
る
弁
天
岩
ジ
オ
サ
イ
ト
や

大
地
の
成
り
立
ち
を
確
認

で
き
る
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
施
設
を
視
察

し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
、
両
市
の

多
く
の
議
員
や
職
員
の
方
か

ら
心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。
友
好
市
町
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
物
産

交
流
な
ど
で
連
携
し
て
行
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

両
市
と
交
流
深
め

両
市
と
交
流
深
め

強
ま
る
友
好
関
係

強
ま
る
友
好
関
係

　

こ
の
研
修
で
、
両
市

が
進
め
て
い
る
取
り
組

み
か
ら
、
地
域
資
源
を

磨
い
て
情
報
発
信
し
地

域
振
興
に
結
び
つ
け
る

こ
と
の
大
切
さ
や
、
そ

の
取
り
組
み
に
努
力
し

て
い
く
必
要
性
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
、
さ
ら
な

る
情
報
発
信
や
、
新
た

な
取
り
組
み
に
目
を
向

け
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

ヒ
ス
イ
な
ど
の
鉱
物
資
源
を
展
示
す
る

ジ
オ
パ
ー
ク
施
設
の
説
明
を
受
け
る
議
員
ら
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Ｑ
．
い
つ
か
ら
住
ん
で
い
ま
す
か

　

24
年
12
月
に
家
が
完
成
し
、
昨
年

の
３
月
下
旬
か
ら
住
み
始
め
ま
し
た
。

昨
年
の
12
月
に
４
人
目
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
、
６
人
家
族
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
移
住
の
き
っ
か
け
は

　

葛
巻
町
の
前
は
一
関
市
に
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
原
発
事
故
の
影
響
に

よ
っ
て
屋
外
で
遊
べ
な
い
時
期
を
体

験
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
自
然

の
中
で
伸
び
伸
び
と
育
て
た
い
思
い

か
ら
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

Ｑ
．
な
ぜ
葛
巻
町
に
決
め
ま
し
た
か

　

町
が
進
め
る
環
境
へ
の
取
り
組
み

に
未
来
を
感
じ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
が
、

四
季
折
々
の
景
観
が
す
ば
ら
し
い
場

所
だ
っ
た
の
で
、
小
屋
瀬
地
区
に
決

め
ま
し
た
。

Ｑ
．
移
住
へ
の
不
安
は

　

多
少
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

家
を
建
て
る
際
に
地
域
の
方
か
ら
相

談
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
心
が
温
か
い

方
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
．
葛
巻
町
の
印
象
は

　

町
の
自
然
が
丸
ご
と
財
産
で
す
し
、

そ
れ
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
す
ご
い
で
す
ね
。
子
育
て
し
や

す
い
場
所
で
、
本
当
に
安
心
だ
と
感

じ
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
は

　

畑
を
起
こ
し
て
自
然
農
を
や
る
こ

と
や
、
庭
に
東
屋
（
あ
ず
ま
や
）
を

造
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

葛
巻
町
は
良
い
場
所
で
す
ね
。
移

住
を
希
望
す
る
知
り
合
い
に
、
葛
巻

町
の
良
い
と
こ
ろ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま

す
。
移
住
者
が
住
み
や
す
い
住
環
境

が
、
さ
ら
に
充
実
す
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
な
じ
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

～ 一関市から小屋瀬地区に移住 ～
南
みなみ

舘
だて

　晋
しん

 さん（37歳）則
のり

江
え

 さん（33歳)

移
住
者
が
住
み
や
す
い
住
環
境
を

表　紙表　紙（小屋瀬スポーツ少年団）（小屋瀬スポーツ少年団）

編
集
後
記

　

私
た
ち
議
員
も
４
年
任
期
の
折
り

返
し
地
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
20
日
か
ら
「
葛
巻
町

議
会
総
合
条
例
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
や
環
境

は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
本
年
も
議
会
だ
よ
り
、
く
ず
ま

き
テ
レ
ビ
を
通
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
常
任
委
員
長山　

岸　

は
る
美

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費
が議長交際費です。各団体の総会、式典の会
費が主なものです。

10月 8,000円（
（
（

郡医師会との情報
交換会ほか

町勢功労者表彰式
ほか

消防防火懇談会
ほか

）
）
）

30,000円
42,000円

11月
12月

N
o.　
　

165
12
月
定
例
会

平
成
26年

１
月
22日

発
行

発
行
　
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

　第23回子どもスポーツ交流大会が、25年12月15日に

葛巻町社会体育館で開催されました。2016岩手国体で、

本町で開催が予定されているデモンストレーション競技

の「ネオホッケー」による交流大会でした。

　この大会に10チームが参加し、熱戦が繰り広げられる

中、「小屋瀬ビクトリー」チームがみごと優勝しました。
【表紙：交流大会に向けた練習前の小屋瀬スポーツ少年団】

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
しております。一部当たり約41円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

前列左から：岳
がく

くん（２歳）
若
わか

ちゃん（４歳）杏
あん

ちゃん（６歳）

移住された
方に聞き
ました。


